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肱川町成人式

(No.214__)-

第53回肱川町成人式が 1月8日（成人の日）に行われ、

27人が大人の仲間入りをしました。

〈詳細記事は公民館報に掲載〉

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ ＝森林組合だより＝

層まちの話題 .• 2 慢木を診る木を知る ．． 14 人口 3,238人 (+4)
慢肱川町10大ニュース 4 屯木（竹）酢液の利月方法を知っていますか ••14 

男 1, 5 5 1人 (+2)
慢町議会12月定例会 ... 6 

慢肱川町長選挙について ， ＝公民館報＝ 女 1, 6 8 7人(+2) 
漫四国電力からのお知らせ ・・ 12 

慢第53回肱川町成人式・ 16 世帯数 1, 0 8 6描(+1) 層社協だより 13 
蒼最近よんだ本 18 

~2 月のカレ ン ダー .. ・20 
浸健康マラソ、ノ・駅伝大会.... ・19 I I （平成12年12月31日現在）



~®。 9 。⑱ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 厨繹 (2)

『
先
人
の
残
し
て
く
れ
た
貴

重
な
地
名
の
意
味
や
由
来
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
地
を
基
礎
と
し
た
社
会
的

・

経
済
的

・
自
然
的
条
件
の
移
り

か
わ
り
や
伝
説
の
い
わ
れ
、
産

業
の
変
化
な
ど
を
認
識
し
、
忘

れ
ら
れ
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い

る
我
が
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
を

喚
起
し
、
土
地
の
歴
史
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
』
と
の
思
い
か

ら
、
全
国
で
も
類
を
み
な
い

「
肱
川
町
土
地
の
原
簿
」
の
調
製

が
こ
の
程
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
大
野
和
町
長

を
統
括
と
し
、

ス
タ
ッ
フ
五
十

二
人
が
町
内
を
中
居
谷
、
名
荷

谷
、
宇
和
川
、
山
鳥
坂
、
予
子

林

・
中
津
、
大
谷

・
西
地
区
の

六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編

成
し
、
調
査
研
究
を
行
い
一
冊

の
本
（
厚
さ
ニ

・
五
セ
ソ
チ
）
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
内
容
は

現
在
の
土
地
台
帳
に
至
る
ま
で

の
地
積
の
経
緯
調
査
、
大
字
名
、

字
に
よ
る
地
名
、
部
落
名
に
つ

い
て
等
詳
細
に
つ
づ
ら
れ
て
お

り
、
た
ず
さ
わ
っ
た
人
た
ち
の

努
力
や
熱
意
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
簿
を

「
肱
川
町
川
の
原
簿
」
（
平
成
十

一
年
調
製
）
の
姉
妹
編
と
し
て

二
十
一
世
紀
に
残
す
と
と
も
に
、

広
く
み
な
さ
ん
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元
旦
配
達
出
発
式

「
二
十
一
世
紀
最
初
の
年
賀

状
」
の
出
発
式
が
一
月
一
日
肱

川
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
に
は
、
大
野
町
長
、

松
本
町
議
会
議
長
、
沖
永
切
手

販
売
組
合
長
の
来
賓
を
迎
え
、

祝
辞
の
後
ド
リ
ソ
ク
で
乾
杯
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
共
に
、
ゆ
う

メ
イ
ト
五
名
を
先
頭
に
元
気
よ

く
年
賀
状
の
配
達
に
出

発
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

今
年
の
年
賀
郵
便
物

数
は
昨
年
よ
り
四
千
通

程
多
い
八
万
四
千
通
が

元
旦
に
配
達
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
押
印
サ
ー
ビ

ス
等
も
あ
っ
て
昨
年
を

上
回
っ
た
よ
う
で
す
。

又
十
五
年
前
（
昭
和
六

十
年
）
エ
ク
ス
ポ

，
85

に
投
函
さ
れ
た
「
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル

」
郵
便
物

も
同
日
配
達
さ
れ
、
遠

い
思
い
出
も
よ
み
返
っ

た
よ
う
で
す
。

郵
便
局
は
一
月
六
日

か
ら
総
務
庁

・
自
治
省

と
統
合
さ
れ
新
た
に
総

務
省
の
「
郵
政
事
業
庁
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
組
織
は
一
部
変
わ

り
ま
す
が
全
国
二
万
四
千
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
「
あ
ま
ね
く

公
平
的
郵
政
サ
ー
ビ
ス

」
を
提

供
し
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
か

引
ぎ
続
ぎ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
宜
敷
く
お
願
い

致
し
ま
す
。



(3)将R。9。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章）． 疇鐸

｀ 
肱
川
へ

夢
と
希
望
愛
＂
女
性
塾

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置

愛
＂
女
性
塾
で
は

、
十
二

月

小

さ

な

光

が

や

が

て

大

き

な

十
六
日
に
鹿
野
川
大
橋
の
た
も
光
と
な
り
、
皆
様
の
心
に
灯
り

と
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
を
設
ま
す
よ
う
に
：
・
・
:
。
と
の
願
い

置
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
を
こ
め
て
、
今
年
の
テ
ー
マ
は

き
今
年
も
町
内
外
の
皆
様
の
あ
『
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
』
に
し
ま
し

た
た
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
た
。

頂
き
な
が
ら
、
ま
た
、
多
く

の

お

か

え

り

な

さ

い

方

々

の

ご

好

意

と

ご

協

力

に

よ

わ

が

家

へ

り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
が
完
お
か
え
り
な
さ
い

成

し

、

点

灯

式

を

行

い

ま

し

た

。

わ

が

町

十
二
月
十
五
日
、
町
内
の
園
児
五
十
四
名
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
合
同
お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
し

こ。t
 幻想
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
光
の
中
で
、

職
員
に
よ
る
リ
ソ
グ
ベ
ル
演
奏
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
。

き
れ
い
な
音
色
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。
各
園
紹

介
で
は
、
園
ご
と
に
大
き
な
声
で
名
前
を
発
表
し
、

ダ
ソ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
部

屋
が
暗
く
な
り
、
火
の
神
が
ろ
う
そ
く
を
も
っ
て

登
場
で
す
。
火
の
大
切
さ
と
火
の
怖
さ
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、
よ
い
子
に
な
る
た
め
の

三
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
「
自
分
の
事
は
自
分

で
し
ま
す
」
「
誰
と
で
も
仲
良
く
遊
び
ま
す
」
「
何

で
も
食
べ
ま
す
」
み
ん
な
元
気
に
約
束
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、

ジ
ャ

ソ
ケ
ソ
ゲ
ー
ム
や
園
長
先
生

に
よ
る
紙
芝
居
、
職
員
に
よ
る
影
絵
「
か
さ
じ
ぞ

う
」
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
、
子
ど
も
達

の
楽
し
み
に
し
て
い
る
プ
レ
ゼ
ソ
ト
で
す
。
職
員

1紬繕鯰窯し丑白

三
好
幸
恵
）

扮
す
る
ぬ
い
ぐ
る
み
に
、
大
ぎ
な
プ
レ
ゼ
ソ
ト
の

袋
を
も
ら
い
、
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
昼
食
は
、

正
山
幼
稚
園
の
お
か
あ
さ
ん
方
に
カ
レ
ー
を
作
っ

て
い
た
だ
ぎ
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
お
楽
し
み
会
で
し
た
。

町
内
の
幼
稚
園
で
は
、
年
間
五
回
の
合
同
行
事

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
他
園
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
子
ど
も
逹
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
図
り

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
正
山
幼
稚
圏
教
諭



稲｝』。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 瓢鐸 (4)

辰年をふり返って
た

20世紀は、科学技術のめざましい発展で人間の生活は物質面で豊かさを増した。しかし、心の荒廃が

大きな社会問題となった。 17歳少年の凶悪事件の続発、噴火や地震が相次ぎ、伊豆諸島三宅島住民は今

もなお避難生活をしいられている。大手企業の破産や雪印乳業製品による食中毒事件、旧石器遺跡発掘

ねつ造も大きくとりざたされました。身近な県内外のニュースでは、 3月11日xハイウェイが開通、 4
月1日介護保険スタート、 5月14日坊ちゃんスタジアム落成、 7月28日四国縦貫自動車道伊予ー大洲間

開通、 9月15日シドニーオリンピック開幕等明るいニュースもありました。

さて、肱川町での印象的な出来事とは……。みんなで2000年をふり返ってみましょう。

町
長
は
こ
の
ま
ま
ダ
ム
が
動
か
な
い
の
な
ら
十
三
年

度
は
「
白
紙
撤
回
」
し
た
い
と
発
言
し
た
。
そ
の
後
、
建

設
省
四
国
地
方
建
設
局
の
事
業
評
価
監
視
委
員
会
が
十

一
月
二
十
一
日
松
山
市
で
開
か
れ
、
与
党
三
党
の
公
共

事
業
中
止
勧
告
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
山
鳥
坂
ダ
ム

事
業
に
つ
い
て
「
事
業
継
続
が
妥
当
。
た
だ
し
、
肱
川

流
域
全
体
の
要
望
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
の
見
直
し
が

必
要
」
と
い
う
判
断
を
示
し
た
。
事
業
継
続
と
計
画
の

見
直
し
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

加
戸
守
行
知
事
は
、

「
当
方
の
お
願
い
の
趣
旨
を
十
分

認
識
し
て
い
た
だ
い
た
。
与
党
に
も
結
論
を
尊
重
し
て

も
ら
え
る
と
強
く
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
山
鳥

坂
ダ
ム
は
計
画
見
直
し
を
前
提
に
事
業
が
継
続
さ
れ
る
。

町
長
は
こ
れ
ら
の
諸
々
の
件
を
勘
案
し
て
「
白
紙
撤
回
」

を
撤
回
し
ま
し
た
。

位1

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
継
続
決
定

(
1
月）

第

西
暦
二

0
0
0年
辰
年
を
記
念
し
て
八
月
二
十
六
日

ド
ラ
ゴ
ソ
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
辰
年
に
ち

な
ん
で
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
ド

ラ
ゴ
ソ
フ
ァ
ソ
が
風
の
博
物
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
龍

と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。
静
岡
大
学
荒
川
紘
氏
に
よ

る
基
調
講
演
や
龍
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
写
真
家
、
学
芸
員

そ
し
て
和
歌
山
県
龍
神
村
の
村
長
を
招
き
、
龍
を
め
ぐ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ソ
を
行
い
、
そ
の
日
の
肱

川
町
は
龍
一
色
で
し
た
。
会
場
に
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
龍
の
絵
と
詩
が
多
数
展
示
さ
れ
、
入
賞
者
の
表
彰

式
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し
て
山
鳥
坂
鎖
縄
神
楽
と
野

村
町
西
地
区
に
伝
わ
る
里
神
楽
の
二
匹
の
龍
の
共
演
も

実
現
し
観
客
た
ち
を
大
変
喜
ば
せ
ま
し
た
。

位2
ド
ラ
ゴ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
(
8
月）

第



(5) ~@。〗。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 匿鐸

第4位

(
2
月）

司
馬
遼
太
郎
の
「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
の
一
節
に
「
人

間
と
い
ら
初
は
、
よ
ほ
ど
な
人
で
な
い
か
ぎ
り
、
自
分

の
村
や
生
国
に
自
己
愛
の
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の

愛
を
も
っ
て
い
る
。
…
・
:

日
本
の
十
三
世
紀
は
、
す
ば
ら
し
い
時
代
だ
っ
た
。

開
拓
農
民
の
政
権
（
鎌
倉
幕
府
）
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ

る
。
農
地
は
そ
れ
を
管
理
す
る
も
の
の
所
有
に
な
っ
た
。

”
武
士
”
と
い
う
通
称
で
よ
ば
れ
る
多
く
の
自
作
農
は

”
家
の
子
“
と
よ
ば
れ
る
小
農
民
を
従
え
て
大
き
く
結

集
し
、
律
令
制
と
い
う
古
代
的
な
正
統
制
を
た
て
と
す

る
京
都
の
公
家
、
社
寺
勢
力
と
対
抗
し
”
田
を
作
る
者

が
そ
の
土
地
を
所
有
す
る
“
と
い
う
権
利
を
か
ち
と
っ

た
。
日
本
史
が
中
国
や
朝
鮮
の
歴
史
と
ま
っ
た
く
似
な

い
歴
史
を
た
ど
り
は
じ
め
る
の
は
鎌
倉
幕
府
と
い
う
素

朴
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
”
百
姓
“
の

政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
で
あ
る
。
私
ど
も
は
、
こ
れ
を

誇
り
に
し
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
七
世
紀
。
私
た
ち
の
先
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
の
中
で
土
着
の
倫
理
を
も
ち
守
り
、
育
み
、
学

び
、
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
の
先
人
た
ち
の
残
し
た
土

地
の
原
点
を
探
る
た
め
そ
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
地
名
の
意
味
や
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
ふ
る

さ
と
の
息
吹
き
や
関
心
を
す
こ
し
で
も
喚
起
す
る
た
め

に
「
肱
川
町
土
地
の
原
簿
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
（
町
長
の
発
刊
の
こ
と
ば
よ
り
抜
粋
）

歌
麿
版
画
海
を
渡
る

前
森
繁
助
役
を
団
長
に
使
節
団
五
人
が
、
ア
メ
リ
カ

エ
ル
ヴ
ィ
エ
ム
美
術
館
を
訪
れ
、
復
刻
し
た
喜
多
川
歌

位3
肱
川
町
土
地
の
原
簿
発
刊
(12
月）

第

こ
の
河
川
の
里
親
制
度
と
は
、
県
が
親
、
子
ど
も
が

位7
大
洲
高
校
肱
川
分
校
「
川
の
里
親
」
に
決
ま
る

(
8
月）

第 位6
消
防
団
第
五
分
団
大
洲
喜
多
地
区
大
会
優
勝

(
7
月）

第
麿
の
浮
世
絵
「
狐
釣
之
図
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
狐
釣
之
図
」

三
枚
の
内
真
ん
中
の
版
画
を

ェ
ル
ヴ
ィ
エ

ム
美
術
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
借
用
の
お
願
い
や
今
後

の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
パ
ソ
チ
ェ
ン
コ
館

長
か
ら
、
「
で
き
る
限
り
協
力
し
ま
し
ょ
う
」
と
快
諾
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

緑
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や
文
化
に
育
ま
れ
た
肱
川
町

は
、
郷
土
の
繁
栄
を
願
う
町
民
の
た
ゆ
み
無
い
努
力
に

よ
り
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
時
あ
た
か
も
西
暦
二

0
0
0
年
。
こ
の
よ
う

な
年
に
あ
た
り
、
自
治
の
一
層
の
進
展
を
期
し
て
、
平

成
十
一
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
総
合
落
成
式
と
、
町

政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
顕
す
こ
と
と
し
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
が
、
大
洲
市

若
宮
の
河
川
敷
グ
ラ
ソ
ド
で
開
催
さ
れ
、
肱
川
町
消
防

団
第
五
分
団
（
予
子
林
）
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ソ
プ
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
七
号
の
影
響
で
悪
天
候
の
中
団
員
は

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。
大

洲
市
喜
多
郡
の
代
表
と
し
て
九
月
に
松
山
市
で
行
わ
れ

る
愛
媛
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

位5
町
政
発
足
記
念
式
典
・
総
合
落
成
式

(
4
月）

第

川
、
住
民
団
体
を
里
親
と
し
て
、

一
級
及
び
二
級
河
川

を
親
代
わ
り
の
気
持
ち
で
そ
の
地
区
の
河
川
の
里
親
と

し
て
「
養
子
」
で
あ
る
河
川
の
除
草
、
清
掃
、
水
生
生
物

の
調
査
、
水
質
調
査
ゴ
ミ
投
棄
防
止
の
啓
発
な
ど
二
年

間
定
期
的
に
行
っ
て
も
ら
う
制
度
。
肱
川
分
校
で
は
、

高
砂
の
同
校
裏
の
肱
川
に
「
里
親
の
看
板
」
を
立
て
た
り
、

清
掃
、
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

内
子
町
内
子
運
動
公
園
グ
ラ
ソ
ド
で
喜
多
郡
小
学
校

陸
上
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
校
児
童
十
二
人
の
予
子
林
小
学
校
で
す
が
、

-
0
0
m
走
、
六

0
m
ハ
ー
ド
ル
、
走
り
高
跳
び
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
に
と
大
活
躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。

小
藪
温
泉
本
館
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
創
業
、

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
の
建
築
で
、
入
母
屋
造
り
、

瓦
葺
き
で
各
階
と
も
室
内
空
間
を
高
く
と
っ
た
近
代
的

な
和
風
建
築
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
階
建
て
の
木
造
建

築
は
非
常
に
珍
し
く
今
回
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

「
風
の
館
」
と
「
風
の
博
物
館
」
が
姉
妹
館
提
供
し
た
こ

と
に
よ
り
交
流
が
続
い
て
い
る
北
海
道
え
り
も
町
か
ら

十
人
の
中
学
生
が
肱
川
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま

し
た
。
わ
ず
か
三
日
間
で
し
た
が
、
稲
刈
り
や
う
ど
ん

打
ち
、
餅
つ
き
体
験
等
を
通
し
て
交
流
を
深
め
”
肱
川

町
“
で
の
生
活
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第10位
え
り
も
町
中
学
生
初
の
町
内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

(
8
月）

位9
小
藪
温
泉
本
館
国
の
有
形
文
化
財
指
定

(
4
月）

第 位8
予
子
林
小
学
校
郡
陸
上
大
会
で
大
活
躍

(10
月）

第
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八．

1町議会12月定例会

一般会計補正予算

2億2,700万円を可決

＼ 

近
自
然
工
法
に
よ
る

河
川
改
修
に
つ
い
て

般

質

問

「
肱
川
町
人
と
自
然
の
共
生
条
例
」
を
制
定

町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
二
十
＿
・
ニ
十
二
日
二
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
町
か
ら
提
案
し
た
八
議
案
を
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
一
件
、
一
部
改
正
一
件
、
補
正
予
算
六
件
で
す
。
一
般

会
計
補
正
は
、
経
営
構
造
対
策
事
業
費
五
千
二
百
四
十
二
万
五
千
円
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
推
進
事
業
費
二
千
八
百
九
十
二
万
円
、

歌
麿
館
建
設
事
業
費
二
千
万
円
等
で
、
補
正
総
額
二
億
二
千
七
百
万
円
、

累
計
三
十
八
億
六
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
二
人
の

議
員
か
ら
近
自
然
工
法
に
よ
る
河
川
改
修
、
肱
川
町
植
樹
＿
万
本
事
業

計
画
、
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
、
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
一
日
に
開
か
れ
た
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
会
で
町
長
が
山
鳥
坂
ダ
ム
受
け
入
れ
撤
回
発
言
を
取
り
下
げ
る
方
針

を
表
明
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

神
井
恵
一
郎
議
員

肱
川
町
で
は
、
平
成
十
一
年

全
国
か
ら
一
級
河
川
名
を
自
治

体
名
と
す
る
十
七
市
町
村
の
参

加
の
も
と
、
一
級
河
川
肱
川
に

焦
点
を
当
て
、
川
が
も
た
ら
し

た
恩
恵
と
川
の
持
つ
役
割
と
理

解
を
深
め
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
た
あ
る
べ
き
自
然
と
の
共
生

や
都
市
と
農
山
村
、
流
域
の
よ

り
良
い
関
係
づ
く
り
を
目
的
に

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
当
町
で
も
こ
れ
を
契

機
に
川
•
水
•
森
・
自
然
環
境

に
つ
い
て
行
動
を
起
こ
し
、
川

へ
の
思
い
を
形
に
残
そ
う
と
、

そ
の
一
っ
と
し
て
川
の
原
簿
を

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

定
例
会
に
は
当
町
の
自
然
環
境

を
将
来
に
向
け
て
保
護
、
創
造

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
肱
川
町

人
と
自
然
の
共
生
条
例
を
提
案

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

改
め
て
川
の
原
簿
に
目
を
通
し

特
に
本
川
を
含
む
一
次
二
次
支

川
の
十
本
の
現
地
踏
査
を
い
た

し
て
み
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が

大
谷
川
、
粟
太
郎
川
を
始
め
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
両
面
も
し
く

は
三
面
が
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
で
固

め
ら
れ
、
殺
伐
と
し
た
川
岸
の

構
造
と
な
り
、
海
に
水
を
速
く

押
し
出
す
と
い
っ
た
水
路
と
化

し
、
川
と
し
て
の
水
質
浄
化
の

機
能
や
水
辺
の
自
然
が
失
わ
れ

自
然
に
近
い
川
が
な
く
な
っ
て

い
る
の
も
否
め
な
い
事
実
で
あ

り
ま
す
。

肱
川
町
の
一
次
河
川
小
藪
川

で
も
殆
ど
工
事
が
進
み
ま
し
て

不
健
全
化
し
て
お
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
約
一
割
が

全
く
未
着
工
で
ご
ざ
い
ま
し
て

先
人
が
築
い
て
き
ま
し
た
石
積

の
頭
首
エ
が
四
か
所
と
、
ま
た

関
連
し
た
水
路
が
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
余
り
残
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
菖
蒲
や
水
棲
魚
族
類
が

多
く
、
こ
の
間
を
自
然
の
素
材

を
利
用
し
た
近
自
然
工
法
に
よ

る
改
修
を
図
っ
て
、
川
本
来
の

水
質
浄
化
を
計
り
な
が
ら
田
園

の
歴
史
的
、
文
化
的
景
観
を
復

活
さ
せ
春
の
小
川
を
思
わ
せ
る

ま
た
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

水
遊
び
の
で
き
る
川
、
大
切
な

空
間
と
し
て
後
世
に
残
す
べ
き

で
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
町
長

の
ご
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す。〔
町
長
〕
近
自
然
工
法
に
よ

る
河
川
改
修
に
つ
い
て
で
ご
さ

い
ま
す
が
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
が

ご
ざ
い
ま
し
た
訳
で
す
け
れ
ど

も
す
べ
て
同
感
を
い
た
す
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
肱
川
町
と

し
ま
し
て
は
河
川
、
水
こ
う
い
っ

た
事
に
つ
き
ま
し
て
全
国
川
サ

ミ
ッ
ト
も
実
施
を
致
し
た
り
し

て
お
り
ま
し
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き

行
政
と
し
ま
し
て
も
取
組
を
し

て
ゆ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

．
川
の
原
簿
を
作
り
ま
し
て
川
へ

の
認
識
も
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま

す
。
土
地
の
原
簿
も
出
来
上
が

り
ま
し
た
の
で
ご
覧
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

水
も
土
地
も
植
相
の
関
係
に
つ

き
ま
し
て
も
全
て
一
連
の
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
自
然
の
大
き
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な
循
環
の
中
で
は
一
体
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
事
で
一
連
の
も
の
と

し
て
土
地
の
原
簿
に
つ
き
ま
し

て
も
や
っ
て
参
っ
た
訳
で
ご
ざ

い
ま
す
。
自
然
に
対
し
ま
し
て

我
々
が
含
ま
で
の
生
き
方
を
振

り
返
っ
て
新
た
な
考
え
で
取
組

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
を

私
も
常
々
思
っ
て
お
る
訳
で
ご

ざ
い
ま
す
。
合
後
共
皆
様
と
共

に
そ
う
い
う
方
向
で
努
力
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
か
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
具
体
的
な
問
題
と

い
た
し
ま
し
て
小
藪
川
の
問
題

の
提
起
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
ご

意
見
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し

て
三
方
張
は
絶
対
い
け
な
い
と

い
う
事
で
町
の
方
で
も
担
当
課

の
方
へ
は
厳
し
く
申
し
て
お
り

ま
す
し
、
国
県
へ
対
し
ま
し
て

も
そ
う
い
う
感
覚
で
お
願
い
も

致
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
で
小
藪
川
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
合
後
の
改
修

を
し
ま
す
場
合
に
当
然
そ
う
い

う
観
点
に
立
っ
て
や
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
護
岸
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
箇
所
そ
し
て
ま
た
、

頭
首
工
の
改
修
が
望
ま
れ
る
箇

所
等
が
あ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
放
っ
て
お
き
ま
す
と

肱
川
町
植
樹
一
万
本
事
業
計

画
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
の
議

員
協
議
会
で
基
本
的
な
考
え
方

推
進
計
画
取
組
む
方
向
が
示
さ

れ
既
に
平
成
十
一
年
度
は
大
駄

場
周
辺
、
轟
滝
周
辺
は
三
千
本

余
り
の
植
樹
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
十
二
年
度
か
ら
十
六

年
度
の
計
画
も
立
て
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
基
本

的
な
考
え
方
で
水
を
育
む
森
を

守
り
川
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

を
進
め
る
と
、
使
命
が
明
確
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
肱
川
町
の

森
林
全
体
の
整
備
不
在
林
取
扱

い
等
に
つ
い
て
も
植
樹
運
動
と

合
わ
せ
て
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
肱
川
町
に
は

民
有
林
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き

た
照
葉
樹
林
（
樫
・
椎
）
年
間
常

緑
樹
が
森
林
面
積
の
四
分
の
一

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
見

直
し
、
環
境
林
あ
る
い
は
水
源

も

り

の
森
林
と
し
て
位
置
づ
け
を
し
、

整
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
か
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

肱
川
町
植
樹
一
万
本

事
業
計
画
に
つ
い
て

災
害
で
崩
れ
る
と
い
う
ふ
う
な

事
に
な
り
ま
す
の
で
土
地
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
の
了
解
を
得
ま

し
て
調
査
測
量
を
要
望
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
町
長
〕
植
樹
一
万
本
の
事

業
計
画
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
私
は
早
く
か
ら
そ
う
い
う
こ

と
を
役
場
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
編
成
し
た
り
取
組
を
し
て
お

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
よ
う
や

く
そ
う
い
う
方
向
に
な
っ
て
き

て
お
り
具
体
化
に
入
り
つ
つ
あ

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
嬉
し
く

思
っ
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
現
在
肱
川
町
の
森
林
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
森
林
組
合

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
不
在
林
や
放
置

林
の
増
加
等
心
配
を
致
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
川

サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し
て
特
に

森
林
と
川
と
の
か
か
わ
り
あ
い

や
水
を
育
む
森
林
の
整
備
に
つ

い
て
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く

事
に
し
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま

す
。
一
万
本
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト
H

の
中
で
、
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
川

サ
ミ
ッ
ト
事
業
と
の
関
連
の
中

で
取
組
み
を
進
め
て
ゆ
く
事
に

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十
二

年
度
の
計
画
の
中
の
一
戸
一
本

植
樹
運
動
に
つ
い
て
は
十
二
月

の
部
落
長
会
で
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
推
進
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
順
次

計
画
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
参

お
考
え
を
お
伺
い
し
た
ら
と
思

い
ま
す
。

り
ま
す
。
民
有
林
と
し
て
管
理

さ
れ
て
き
た
照
葉
樹
林
を
見
直

し
環
境
林
あ
る
い
は
水
源
の

も

り
森
林
と
し
て
位
置
付
け
を
し
、

整
備
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
ご
指
摘
の
通
り
重
要

な
点
で
あ
り
必
要
性
を
認
識
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
人
間
生
活
と
自
然
と
の

関
係
は
非
常
に
難
し
い
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。
人
間
は
自

分
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と

だ
け
を
考
え
て
自
然
と
の
戦
い

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
文
化

で
あ
る
と
か
進
歩
で
あ
る
と
か

考
え
て
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

合
後
も
そ
う
い
う
こ
と
を
全
く

改
め
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な

い
と
思
い
ま
す
。
自
然
に
手
を

加
え
る
べ
き
か
加
え
な
い
方
が

い
い
の
か
、
ど
の
様
に
手
を
加

え
る
か
何
も
し
な
い
こ
と
が
い

い
の
か
こ
れ
か
ら
は
そ
の
事
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

も

り

す
。
環
境
林
水
源
の
森
林
の
整

備
は
当
然
で
す
が
先
程
申
し
ま

し
た
通
り
悩
み
多
い
事
で
あ
り

ま
す
。
令
後
十
分
考
え
な
が
ら

努
力
し
て
い
く
以
外
に
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
肱
川
町
に
お
い
て
も
、

少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

今
そ
の
真
っ
直
中
で
急
激
な
過

疎
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す。
肱
川
町
は
過
疎
化
対
策
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
若

者
定
住
の
た
め
の
住
宅
が
順
次

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
う
訳

で
す
が
、
近
隣
の
市
町
村
で
も

こ
の
こ
と
は
や
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
肱

川
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
子

育
て
し
て
助
か
っ
た
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
何
か
を
考
え
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
っ

と
し
て
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助

成
を
現
行
の
零
歳
か
ら
三
歳
ま

で
を
零
歳
か
ら
六
歳
ま
で
に
引

き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
、
町
長
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

〔
町
長
〕
乳
幼
児
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
町
の
三
歳
児
未
満
の
医

療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
過

去
四
年
間
の
平
均
を
見
て
み
ま

乳
幼
児
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て

一
一
宮
秀
一
議
員
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す
と
対
象
児
童
数
が
八
十
四
人

医
療
費
助
成
額
が
お
よ
そ
三
百

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
二
分
の
一
は
県
補
助
金
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
状
況

を
み
ま
す
と
七
十
市
町
村
中
対

象
年
齢
を
拡
大
し
て
い
る
の
は

一
村
の
み
で
あ
り
ま
し
て
、
一

市
が
拡
大
す
る
予
定
と
み
ら
れ

ま
す
が
、
い
づ
れ
も
対
象
年
齢

は
四
歳
児
未
満
と
一
歳
拡
大
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
国
に
お
い
て
も
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
去
る
六

月
よ
り
児
童
手
当
法
が
改
正
に

な
り
支
給
対
象
年
齢
も
就
学
前

ま
で
に
拡
大
さ
れ
当
町
に
お
い

て
も
対
象
児
童
数
児
童
手
当
額

等
が
約
二
倍
と
な
る
見
込
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
乳
幼
児

を
も
つ
家
庭
に
と
っ
て
は
福
祉

の
増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い

う
事
で
ご
意
見
は
良
く
分
か
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
私

は
国
が
政
策
を
打
ち
出
す
と
、

そ
の
内
容
と
い
う
も
の
は
国
民

的
な
合
意
の
上
に
そ
う
い
う
事

が
な
さ
れ
て
お
る
と
い
う
ふ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
町
単
独

で
上
へ
乗
せ
て
い
く
と
い
う
ふ

う
な
事
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
承

知
の
と
お
り
、
ゆ
り
籠
か
ら
墓

場
ま
で
い
ろ
ん
な
事
を
や
っ
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で

す
か
ら
私
は
最
先
端
を
行
く
と

環
境
整
備
事
業

に
つ
い
て

い
う
ふ
う
な
考
え
方
よ
り
も
や

は
り
い
ろ
ん
な
部
面
が
あ
る
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
等
し
か
ら

ざ
る
を
憂
え
る
と
い
う
ふ
う
な

気
持
ち
も
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す

し
今
申
し
ま
し
た
よ
う
に
一
っ

の
国
民
的
な
合
意
の
上
に
成
り

立
っ
て
お
る
制
度
が
出
来
た
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
や
は
り
そ

の
制
度
の
上
に
立
っ
て
そ
れ
を

充
実
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
と
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
も
い
ろ

ん
な
情
勢
が
変
化
し
て
来
る
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
こ
と
に
よ

り
ま
し
て
は
、
ま
た
先
ん
じ
て

取
組
を
し
て
ゆ
く
と
い
う
ふ
う

な
事
も
当
然
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ま
あ
県
下
の
情
勢
も
そ

う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し

先
程
申
し
ま
し
た
よ
う
な
事
で

今
し
ば
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
で

や
っ
て
参
り
た
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
大
型
ご
み
、
不
燃
物
の
処

理
、
ま
た
新
た
な
地
域
で
も
回

収
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
生
ご
み
等
、
町
民
の

方
々
よ
り
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ

て
、
来
年
も
大
型
ゴ
ミ
、
不
燃

物
の
回
収
、
ま
た
、
生
ご
み
の

回
収
を
望
む
も
の
で
す
。

―
っ
―
つ
環
境
整
備
が
で
き

る
こ
と
は
素
睛
ら
し
い
こ
と
で

す
が
、
私
達
肱
川
の
上
流
に
住

ん
で
い
る
者
が
一
番
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
水
の
汚
染
を

ど
う
防
ぐ
か
を
考
え
ま
す
時
な

お
一
層
の
努
力
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
美
し
い
川
や
海
を
守

る
た
め
に
、
家
庭
の
台
所
、
風

呂
場
、
洗
濯
等
か
ら
の
排
水
の

水
質
汚
濁
を
な
く
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
上

流
に
位
置
す
る
肱
川
町
だ
か
ら

こ
そ
速
く
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
訳
で
す
。
単
独
浄

化
槽
か
ら
の
や
り
か
え
、
ま
た

新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
方
に
、
今
以

上
の
補
助
を
出
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
環
境
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す
が
非
常
に
熱
心
な
二
宮

議
員
の
取
組
も
ご
ざ
い
ま
し
て

い
ろ
ん
な
事
が
う
ま
く
進
ん
で

お
り
ま
す
事
を
嬉
し
く
思
っ
て

お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

感
謝
を
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
可
燃

ゴ
ミ
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
不

便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
予
子

林
地
区
大
谷
地
区
で
も
本
年
度

よ
り
新
た
に
委
託
回
収
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
に
お
い
て
は
環
境
問
題
に
深

い
関
心
を
持
ち
生
ゴ
ミ
の
堆
肥

化
や
回
収
作
業
を
地
域
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
地
域
を
あ
げ

て
自
発
的
な
取
組
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
回
収
を
始
め
ま

し
た
け
れ
ど
も
急
激
な
コ
ミ
の

増
大
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
委
託

回
収
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
益
々
増
大
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
コ
ミ
特
に
生
ゴ

ミ
に
つ
き
ま
し
て
は
自
家
用
畑

で
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
埋

め
る
畑
の
な
い
家
庭
も
多
数
あ

る
訳
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
新
設
の
町
営
住

宅
に
お
き
ま
し
て
は
各
戸
に
生

コ
ミ
処
理
器
を
設
置
を
い
た
し

ま
し
て
減
量
化
を
図
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

般
家
庭
に
お
き
ま
し
て
も
合
後

共
そ
う
い
う
観
点
に
立
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
減
量
対
策
堆
肥

化
等
に
つ
い
て
ご
検
討
を
い
た

だ
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
粗
大
コ
ミ
の
回
収
に

つ
き
ま
し
て
は
十
三
年
度
か
ら

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
ま

し
て
テ
レ
ピ
等
家
雫
四
品
目
に

つ
い
て
販
売
業
者
等
に
よ
り
回

収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
他
の
粗
大
ゴ
ミ

に
つ
き
ま
し
て
は
当
分
IBJ
よ
り

回
収
す
る
こ
と
も
い
た
し
か
た

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
た

適
当
な
期
間
を
お
い
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
次
に
浄
化
槽
の
問
題
で

ご
ざ
い
ま
す
が
三
月
末
ま
で
に

合
併
浄
化
槽
は
六
十
八
基
設
置

さ
れ
、
ま
た
単
独
浄
化
槽
が
二

百
四
十
一
基
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
年
か
ら
は
合
併
浄
化

槽
の
み
と
い
う
事
に
な
っ
て
ま

い
っ
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し

て
四
月
以
降
本
年
度
中
に
補
助

制
度
に
よ
り
合
併
浄
化
槽
九
基

が
新
規
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
合
併
浄
化
槽

の
設
置
に
つ
い
て
は
国
の
補
助

制
度
に
併
せ
て
町
も
補
助
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽

へ
の
設
置
替
え
に
つ
き
ま
し
て

も
該
当
い
た
し
ま
す
の
で
こ
の

制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
上
乗
せ

に
つ
い
で
の
考
え
で
す
が
こ
れ

も
現
状
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
を
促
進
を
し
て
よ

り
拡
大
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
意
を
用
い
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
っ
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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2月2E5日（日）は
肱JIIIJ長選拳投漿B
区l圏匠l曰圃

2月25日（日）は、肱川町長選挙の投票日です。

わたしたちの暮らしに直接結びつく大切な選挙です。きれいな選挙で立派な

人を選びましょう。

▼▼,....... ▼,....... 
肱選津時投肱午ま二不肱ら一 しに人の住た十
云川挙投か票 川後で月在川午月候犀 璽 た住軍住所人六i醤
三町に票ら日町八の二者町後二補日 人民 民:-年 ：示：
四選関所午：役時間十投役五十届：の -西成基引 二満で
I挙すは後二場まで日票場時日出二日 因十本き 月二き
二管る午八月応で ‘7期第ま戸期火月程 作ニム士ロ玩二＋る
＾三理お後時二接 午-間二で-間二
ー委問七ま十室 前か及会 午及十 門喜 1歳人
線＿＿員い時で五 八らび議前び日 ま一記力 日
。会合まへ日 時二場室八場反 た月録月
五へわでたへ 三月所 時所- は十さ以誓［

転九れ上 にヘ
入日て肱 生昭
届以い川 ま和
を前る町 れ五

町
営
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
）
が
平
成
十
三
年
三
月
末

に
完
成
し
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

団

地

名

鹿

野

川

第

二

団

地

（
大
駄
場
）

五
戸
(
4
D
K
)

木
造
二
階
建

所
得
月
額
が
二
十

万
円
以
上
で
、
同

居
す
る
親
族
が
あ

る
者
。

四
万
円

家
賃
の
三
ヶ
月

平
成
十
三
年
二
月

一
日
？
二
十
八
日

ま
で
役
場
建
設
課

（
担
当
清
水
）

申

込

先

家

賃

敷

金

募
集
期
間

募
集
戸
数

構

造
入
居
資
格

i

町

営

住

宅

i

入

居

者

募

集

．．．．．．．． 

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
寒

い
冬
と
も
な
れ
ば
、
ス
ト
ー
ブ

や
こ
た
つ
・
エ
ア
コ
ソ
な
ど
の

暖
房
器
具
が
フ
ル
活
躍
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
に
使
わ
れ
る

ガ
ス
や
電
気
、
灯
油
な
ど
は
、

限
り
あ
る
貴
重
な
地
球
の
資
源

な
の
で
す
。
こ
の
限
ら
れ
た
貴

重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
無
駄

使
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で

は
、
六
パ
ー
セ
ソ
ト
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
二

0
1
0年
ま
で
に

五
六

0
0
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の

省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
省
エ
ネ
型
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
暖
房
の
設
定
温
度
を
一
度
下

げ
る
だ
け
で
、
原
油
に
換
算
し

て
一
世
帯
当
た
り
年
間
二

0
リ
ッ

ト
ル
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
テ
レ
ビ
の
電
源
は
メ
イ

ソ
ス
イ
ッ
チ
で
切
る
よ
う
に
し

た
り
省
エ
ネ
型
の
機
器
を
使
う

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
で

大
き
な
省
ェ
ネ
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
の
冬
こ
そ
省
エ
ネ
型
の

生
活
を
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。



唸。i。絢 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 疇鐸 (10)

お
父
さ
ん
稔
さ
ん

お
母
さ
ん
知
子
さ
ん

お
父
さ
ん
真
弘
さ
ん

お
母
さ
ん
妙
子
さ
ん

〈 紅四直
どくにもが て
お暖行り僕‘毎
しかくのわま日
いくお僕くねお ...―←．グ i，J.)(. 湧ゎ
わな散はた 兄 10 < 

あ歩
く 、 しち 8年太た
t でてや ←ヘ・
これがおす遊

℃ち早見りのつ
:tl]]3 : 

歌
や
踊
り
が
大
好
ぎ
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
ダ
ソ
ス
を
披

露
し
て
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て

い
ま
す
。

「
あ
か
り
」
と
い
う
名
前
の
よ

う
に
、
明
る
＜
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
。 大2い1

0
7
:
[

〗1
2
[
[

ロ
[

.

]

保健だより

肺がんデジタル健診を

受けてみませんか。

増
加
す
る
肺
が
ん
死
か
ら
、

あ
な
た
を
守
る
た
め
、
合
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
る
肺
が
ん

デ
ジ
タ
ル
健
診
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
こ
れ
は
、

C
R
と、

C
T
を
組
み
合
わ
せ
た
最
新

の
肺
が
ん
検
診
で
す
。

肺がんデジタル健診

1

2

3

4

5

 

期 日

場所

対象者

検査料

その他

平成13年3月1日（木）
10時～14時

肱川町保健センター

40歳以上の方、特に喫煙
される方

合回に限り無料

（全額で8,000円）

希望される方は、

保健センター(34-2340)
までご連絡ください。

後日、案内書をお送りし

ます。

¢
 

従
来
の

X
線
フ
ィ
ル
ム
に
よ

る
胸
部
撮
影
に
替
え
て
C
R
と

呼
ば
れ
る
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影

を
行
い
ま
す
。

CR検診車

[
 

ヘ
リ
カ
）

C
T
検
査
で
は
、

一
回
の
撮
影
で
二
十
枚
も
の
胸

部
断
層
写
真
を
撮
影
し
、
微
少

な
病
変
を
ご
く
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
回
の
検
査
時
間
は
六
分
程

度
。
気
に
な
る
放
射
線
被
爆
は

胃
の
検
診
以
下
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

CT検診車

毎
年
6
千
人
の
方
が
、
突
然
、

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
「
骨
髄
液
の

提
供
（
骨
髄
移
植
）
」
と
い
う
あ

な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や
重

症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血

液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い

ま
す
。骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供

者
（
ド
ナ
ー
）
の
白
血
球
の
型

(
H
L
A
型
）
を

一
致
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
致
す

る
確
率
は
兄
弟
姉
妹
間
で

4
人

に
1
人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百

人
か
ら
数
万
人
に

1
人
と
ま
れ

な
た
め
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ

ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な

い
で
い
ま
す
。

全
国
で
ド
ナ
ー
登
録
30
万
人

を
目
標
に
、
骨
髄
バ
ソ
ク
ヘ
の

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

⑲
八
幡
浜
中
央
保
健
所

6
0
8
9
4
|
2
2
|
4
1
1
1
 

毎
週
火
曜
日 ・・—
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／ ―-―年金を受給していた方が

—亡くなられたら届出をお願いします。J
 年金を受給していた方が亡くなられたら、年金担当窓口にも死亡の届出をお願いします。

年金に受給権は、受給者本人固有の権利ですから本人が死亡されれば権利は消滅してしまいます。

年金の受給者の方が亡くなった場合、届出をいただかないと現況届の提出時期まで年金が払い続け

られ過払いによる返還金が発生することになります。

亡くなられた方が、本来受け取られるべき年金額について未払いの

ものは「末支給年金」として遺族の方の請求により支払われますので、

死亡届と同時に請求をしてください。

く未支給年金を請求できる遺族とは＞

死亡当時、年金を受給していた方と生計を同じくしていた

①配偶者 ②子 ③父母 ④孫 ⑤祖父母 ⑥兄弟姉妹

の順で先順位者をいいます。

年金受給者が、住所を変更したときは、

— 速やかに届出しましよう！ ／ 

：
、

ご
似

戊
早
く

国民年金や厚生年金の受給権者が住所を変更した場合、その届出が遅れると支

払いの通知書や現況届などの社会保険庁からお知らせや届書が届かなくなります

ので「住所 ・支払機関変更届」を提出してください。

用紙は、お近くの社会保険事務所に備え付けてあります。

◎お問い合わせは役場町民課（担当 藤原）

平
成
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は

二
月
十
六
日
か
ら
、
贈
与
税
の
確

定
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日

で
す
。
期
間
中
、
大
洲
税
務
署
で
は
、

申
告
書
の
書
き
方
等
で
わ
か
ら
な
い
方

の
た
め
に
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り

ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
確
定
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
確
定

申
告
期
間
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

大
洲
税
務
署
の
窓
口
に
は
、
分
か
り
や
す
い
「
申
告
書
の
書
き

方
」
や
「
説
明
書
」
を
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
で
き
る
だ
け
自
分
で
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
申
告
書
の
書
き
方
等
は
、
肱
川
町
役
場

（
総
務
課
税
務
係
）
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

、0し 確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
自
分
で

記
載
し
て
提
出
を

所
得
税
ー・
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に



将｝。9。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 扇鐸 (12) 

ヤンヤン夏の想い出
昨年度第53回カンヌ国際映画祭の受賞作が県内で公開され始めま

した。パルムドール（第一位）に輝く「ダンサー・イン・ザ・ダーク」

は松山で公開中ですが、第二位にあたる監督賞受賞作「ヤンヤン夏

の想い出」を県内トップを切って風の博物館で公開します。（松山は

3月の予定）

開
催
日

今
回
の
上
映
に
は
次
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
台
湾
観
光
協
会
大
阪
事
務

所
か
ら
南
投
県
ウ
ー
ロ
ソ
茶
の

無
料
提
供
、
大
洲
高
校
肱
川
分

校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
チ
ャ
ー

イ
エ
タ
ソ
（
台
湾
版
ゆ
で
玉
子
）

を
本
場
の
薬
味
を
使
っ
て
再
現

し
て
く
れ
ま
す
。
食
材
な
ど
の

費
用
は

J
R
大
洲
駅
近
く
の
点

心
酒
家
「
豚
吉
」
よ
り
提
供
い
た

だ
ぎ
ま
し
た
。
ウ
ー
ロ
ソ
茶
を

の
み
な
が
ら
チ
ャ
ー
イ
エ
タ
ソ

を
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
回
先
着
五
十
名
限
定
で
す
。

さ
ら
に
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
大

に
留
学
し
て
い
る
台
湾
女
子
学

生
を
招
き
、
午
後
一
時
よ
り

「
台
湾
何
で
も
相
談
室
」
を
開
催

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

平
成
認
年
2
月
1
2
日

（
月
）
振
替
休
日

上
映
時
間

10
時・

14
時・

19
時

風
の
博
物
館

入
場
料
学
生
（
小
中
高
）

八

0
0円

（
当
日
一
、

0
0
0円）

一
般
一
、
二

0
0円

（
当
日
一
、
五

0
0円）

前
売
券
取
扱
所

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
岩
田

風
の
博
物
館

◆
特
別
企

画
◆

平
成
七
年
一
月
十
七
日
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

多
く
の
死
傷
者
が
で
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
伊
豆
諸
島

や
鳥
取
県
の
西
部
で
大
き
な
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
慌
て
ず
に
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
普
段
か
ら
次
の
よ

う
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う。地
震
に
備
え
て

〇
タ
ソ
ス
や
食
器
棚
な
ど
の

家
具
類
は
、
壁
や
柱
な
ど
に

固
定
し
、
重
い
物
や
不
安
定

な
物
は
高
い
所
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
の
出
火
に
備
え
て
、

消
化
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を

用
意
し
た
り
、
風
呂
の
水
を

た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

〇
非
常
持
出
し
品
を
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
に
入
れ
、
い
つ
で
も

持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

0

テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身

を
か
く
し
、
近
く
に
座
布
団

な
ど
が
あ
れ
ば
頭
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

〇
ゆ
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、

火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
、

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・

0

二
階
に
い
る
と
き
は
、
そ

の
ま
ま
ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま

で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

0

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

は
道
路
の
左
側
に
止
め
、
車

を
離
れ
る
と
き
は
、
キ
ー
を

つ
け
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

こ
の
ほ
ど
四
国
電
力
で
は
、

平
成
1
2
年
3
月
か
ら
の
「
電
力

小
売
の
部
分
自
由
化
」
実
施
な

ど
厳
し
さ
を
増
す
経
営
環
境
の

中
で
さ
ら
に
効
率
的
な
業
務
運

営
を
行
う
た
め
、
み
な
さ
ま
方

に
長
年
ご
愛
顧
頂
き
ま
し
た

「
鹿
野
川
お
客
さ
ま
セ
ソ
タ
ー
」

を
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
平
成
13

年
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
閉
店

し
、
こ
れ
ま
で
の
窓
口
業
務
は
、

「
大
洲
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ソ

タ
ー
」
で
承
る
こ
と
と
い
た
し

ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
の
お
支
払

い
は
、
便
利
で
お
手
軽
な
口
座

振
替
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
営
業
所

6
7
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
|
4
1
0
|
7
9
5
 

地
震
が
起
き
た
ら

〇
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鹿
野
川
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
の
廃
止

に
つ
い
て

地
震
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て

-- -•` パ・y/＼
ふ ，＇’9:「江`賢芦ぶ）
＼ゞ旦9/

川上支署

、

、

ら

’
一

↑
四
国
電
カ
力
の

一

お

知

ら

せ

，

r
‘
1
1
ーヽー、
1
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
1ヽ
1
ーヽー、
L
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ご協力ありがとうございました

赤い羽根募金総額 809,404円

゜戸別募金
部 落 金 額 部 落 金 額 部 落 金額
小畑井 2,000円 大 平 13,900円 下嵯峨谷1 6,000円
萩野尾 2.000 大屋敷 9.000 下嵯峨谷2 1,000 
汗 生 14.500 森 6,500 上嵯峨谷 6,600 
道野尾 18,500 肱 栄 6,500 菟野尾 110,10 
上森山 6,500 大 和 17,100 橡の木瀬 2,000 
八重栗 4,500 中 野 34,500 柳 13,100 
山 槌 10,000 I」¥ 藪 24,500 郷 7,500 
協 生 14.906 下鹿野川 24.000 市之鮭 7,000 
病...J.... 城 9,210 上鹿野川 33,721 瓜生谷 8,000 
土ノt ‘ 栄 30,461 牙 造 2,500 町 10,500 
中居谷 23,330 見の越 3,000 藤野原 9,000 
白 石 9,000 月野尾 6.000 I」¥ -居̂ 2.500 
影 地 8,100 下敷水 7.500 中 津 10,500 
広 常 19,500 敷 水 10,000 
久 保 16,500 上敷水 3,500 合 計 485,938 

社
協
た
よ
り

十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
肱
川
町
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
温
か
い
善
意
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
目
標
額
を
逹
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2312 

唸職域・団体募金 食学校募金（教職員を含む）
区 分 金 額

婦 人 会 16,500円
街 頭 募 金 23.283 
老人ク ラプ 33,900 
青 年 団 47,500 
肱 流 苑 7,800 
ひじ建・上田建設 17.737 
民 生 ラ女

貝一 28,000 
役 場 職 貝一 20,000 

区 分 金額

中野幼稚園小学校 10,405円
正山 I/ 14.263 
大谷 II 5.469 
予子林 II 3,784 
肱川中学校 21,265 
大 洲 ノ刀‘ 校 3,500 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

見

の

越

冨

永

文

彦

様

小

藪

藤

井

里

見

様

大

和

亀

井

和

夫

様

下

鹿

野

川

池

田

重

雄

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

手
芸
部
門

絵
画
部
門

言
第
三
十
回
高
齢
者
趣

味
の
作
品
展
及
び
こ
と

ぶ
き
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
が
十

一
月
七
日
野

村
町
中
央
公
民
館
、
野

村
町
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
八
幡

浜
地
方
局
管
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
を
参
加
資

格
と
し
て
お
り
、

二
市

三
郡
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
に
よ
る
作
品
が
多
数

出
品
さ
れ
、
肱
川
町
も

町
老
連
手
芸
部
に
よ
る

手
芸
作
品
や
個
人
に
よ

る
絵
画
、
川
柳
、
工
芸

品
な
ど
数
十
人
が
出
品

い
た
し
ま
し
た
。

当
町
の
出
品
し
た
作

品
は
、
四
作
品
が
入
撰

い
た
し
ま
し
た
。

川
柳
部
門
福
田
哲
秋
（
銀
）

大
塚
養
子
（
佳
作
）

手
芸
部
（
佳
作
）

冨
永
新

一
（
佳
作
）

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

平
素
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
二

0
0
0年
は
、
介
護

保
険
制
度
の
施
行
、
社
会
福
祉

事
業
法
の
改
正
な
ど
社
会
福
祉

を
取
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変

革
さ
れ
た
年
で
し
た
。
社
会
福

祉
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
と
事
業
者
の
関

係
は
、
行
政
処
分
に
よ
る
措
置

制
度
か
ら
、
利
用
者
が
事
業
者

と
対
等
な
関
係
に
お
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
利
用
制
度
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
、
事
業
者
が
提
供
す
る

―
つ
の
商
品
と
し
て
認
識
さ
れ

る
時
代
と
な
る
で
し
ょ
う
。

新
世
紀
に
あ
た
り
、
社
協
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま

す
。
町
民
の
方
々
の
要
望
ま
た

は
要
求
を
受
け
と
め
、
地
域
福

祉
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い

所
存
で
す
。

本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
あ
と

コナラやシラ
カシなどカシ類
で高さ lm前後
＇に横スジがあり、
その部分が出っ
ぱっていると、
それはシロス：
カミキリの穴の

根元に芯和疇潰 あとです。 1わ L・'f!万叫 ‘;‘-
のはげ
はゴマ
キリの

てす。＇一阻囀

カミキリムシは穴を横に続
けて空けます。それが横のス
ジになります。

I l 
がっしり支柱をされると、
そこが支点となり、結束部
分は強い力を受けます。そ
の部分より上は折れないよ
うに太くなるのでヒモのあ
とがつきやすいのです。は
ずした後、支柱より下に縦
割れができる場合がありま
す。

ー

り
ー

1

,

1

贔

を

知

る

r
jidaか；

’
t
i
t
出

p
い＇ド

w
i
i―
-9.;＇し＇

樹
皮
の
観
察
②
横
ス
ジ
の
理
由

心

ー`
ー
三
、
ふ

枝
翌
翌
試
鱈

小
の
ジ
は
に

芽
ス
ジ
時

ヒ
モ
を
ま
い
た
あ
と

ま
し
ヒ
と
で
ま
部
な
な

く
つ
た
あ
の
み
い
が
く

且
門
月
緊
焚
咋
溢
認

"3
で
木
ま
ま
く
ふ
い
変
れ

ー
、
。
し
弱
と
つ
は
折

勺

ヤ

も

す

で

が

に

つ

に

は

T

〗
言
[
[
[

｀`囁
ト

Q

割れが入っている場合
は、横スジの部分が尖っ
た感じになります。

／ 

I 
・ ミサ’ご ‘‘-‘ ℃'珈ぐ＇，屯べ '.,,,/

闘
'I ``  縮を受け、しわか現れたり、孜力直さに
耐えかねて少しずつ下がっているときに
現れます。

割
れ
を
示
す
横
ス
ジ

圧
縮
を
受
け
で
き
た
し
わ

樹木をよく見ると色々
な横スジがあります。こ

れらの横スジはどのよう

にしてできたのでしょう。

周りの環境と木の線やみ

ぞ、しわをあわせて木の

過去未来を想像してみま
しょう。

[
 

41H 

l―ー
届
言

l

忍
J

．り

み

J.

n
u

4
_

．^i.l.且
l
i

-4}-

r
i
t
t
i-ミ
!

た
大
一
わ
、
き
ち
こ
っ

つ
ら
。
変
が
い
落
縦
が

な
が
す
は
ん
て
の
は
広

こ
な
ま
さ
せ
っ
枝
と
こ

影
し
き
高
ま
な
、
あ
横

の
と
い
の
り
く
ら
の

冠
落
て
枝
あ
太
か
傷
ず
す

樹
を
っ
た
は
々
だ
、
ら
ま

は
枝
な
き
と
年
。
と
が
き

木
の
く
で
こ
は
す
あ
広
い

下
き
度
る
幹
ま
た
は
て

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力
構
成

岩
谷
美
苗

研
究
会

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

木（竹）酢液の利用方法を知っていますか

前回(12月号）は木（竹）炭の利用方法についてご紹介をしましたが、第

2弾として、木（竹）酢液の利用方法について、紹介したいと思います。

●農作物の生長の促進

木酢液には、植物の発芽と生長を促進するはたらぎがある。ただし、

タールやフェノール成分を多量に含むものは、かえ って生長を阻害する

おそれがあるので、精製によってそれらの成分は取り除くことが大切で

ある。野菜など、葉面に散布する場合は薄めに、土壌に直接散布する場

合は少し濃いめにするとよい。使用量は500倍液で、 1a当たり50fが

目安。

●農作物の病害虫防除

植物に病気をもたらすカビや、灰色カビ病、 立枯病、白さび病、

病などの病原菌に抗菌作用がある。

●消臭効果

木酢液は酢酸含有量が高く、酸性なので、糞尿に含まれるアルカリ性

のアソモニア類を中和し、効率よ く消臭する。糞尿処理場や家庭用の汲

み取り式便所で効果を発揮する。 また、木酢液を木炭に吸着 させたもの

を家畜の飼料に混ぜて食べさせると、排泄物の悪臭が減少する。

●入浴剤

肌の保湿性を持続させる入浴剤として発売されている。 アトピー性皮

膚炎にも有効といわれ、「かゆみがなくなった」「肌がすべすべにな った」

といった体験談が寄せられている。

木（竹）酢液とは、炭を生成する過程の中で燻を冷やして出来た物です。

なお、問い合わせ先は、森林組合内（林業改良指導員：久保）まで

べと

肱
川
町
森
林
組
合

代

表

理

事

紐

合

長

、

河

匹

r

”美

治

役

職

員

同

二
十
一

世
紀
の
幕
開
け
に
あ
た
り
皆
々
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す

平
成
十
三
年

一
月

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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サクラの根頭がんしゅ病も、細菌
の一種による土壌感染性の病気で、
細菌の侵入によって、正常な遺伝子
がガン化します。病気は根から幹ヘ
と転移し、コプ状の患部は腐ると腐
朽菌の侵入門戸にもなります。

また、ケヤキコナラ類のこぶ病は、
まだ原因がわかっていません。原因
不明のこぶ病はたくさんあります。

よ
染
こ
感
固
ら
細
か、ど
は
な
ぶ
傷
こ
の
の
定
モ
剪
モ
。
マ
す
ヤ
で
。

、

気

す

汎

7
ノ
3
g
5

ジ
病
ま

フ
る
し

剪定する場
合は、こぶか
ら出た枝は、
切り残さない
ようにする。
こぶの樹皮は
傷つけない。

切るとこ
ります。
しゅ病と
すいが枝
あとがあ

この剪定こぶを見苦しいからと言っ
て切ってはいけません。見苦しくし
た原因は剪定にあります。剪定を見
込んで作ったこぶを切られると、腐
朽がさらに進行します。

細
菌
に
よ
る
こ
ぷ
病

剪
定
で
も
こ
ぷ
に
な
る

なんども同じ場所で萌芽枝を剪定する
と、そこがこぶのように膨らんできます。
木はそこにエネルギーを蓄積して病菌が
入らないように防衛のための層を発達さ
せ、次の萌芽枝が切られても大丈夫なよ
うにします。

木にこぶがあると、取ってしまっ
た方がよいのでは？と思いがちです
が、こぶにもいろいろ原因がありま
す。どんな原因で、木にこぶができ
るのでしょう。

ー

を
知
る

-1•I­
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,
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．
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ー
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．

と
る
起

菌
入
を

ビ
が
常

サ
菌
異

、
。
ン

は
す
モ
。

ぶ
で
ル
す
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こ
気
ホ
ま

¥：＇ー

fII
の
病
が
し

ュ
す
胞
を

ジ
こ
細
長

ン
起
層
成

工
が
成
常

や
類
形
異

ツ
菌
で
、

¥
 
し

し
H
A
V

こ
こ

リ
ん
い
、
ー
マ
う
と

7

い

沿
店
恥
90-

；
冑[
 

つ
は
と
病
ま
た
方

な
ぶ
う
り
り
つ
い

じ

く
こ
ま
な
な
な
な

。

き
た
し
こ
と
く
ら
す

大
っ
て
傷
戸
き
取
で

、上

L
1
1
1
/
r’
ー
ト
＼

ま
っ 、．`

菌
類
に
よ
る
こ
ぷ
病

r---------------------------------------------------------~ 
i i 

IEI一翼亘囀 □『-! ———--¢ — !' ! -し---1 ’
マ椎茸市況． i .．- -----•- __;竺i r n:c ~. i 

！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I i 
~ -- -- -__ - ---. -. --- i 
！ 
県森連市況

！ 平成12年12月19日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I -1 

i 大洲木市 （単位対当り：円） 市売日 •••乎成12年12月 13 日 ！ 
！ 市売数蓋•485ケース 6,960kg i 

スギヒノキマッ 平均単価 2,325円
！長さ末口径 その他銘柄別単価 i 
！ 

直曲がり直曲がり 直
銘柄 価 格相場 銘柄 価 格相場！

！ 
7 cm下本 335本 238本 390本 258
8 cm上本 365本 326本 486本 こうこ ～ 特用大 3,000~ 4,500 保 ！

l 14 mll3 cm上i6,soo I 10, ooo 13・1, 400 I 26, 700 hscm上16,000
18 cm上17,200I 10,000 I 34,500 I 28,000 ~4cm上 20,000

！ 大 厚 4,000~5,000 保特用中 3,000~ 4,500 保！

! 24 cm上17500 11 600 34 500 31 ooo cm上30000 中 厚 3,500~ 6,300 保特用中小 2,500~ 3,500 保 ！ 

! 7cm下本 160本 139本 237本 139 中小厚 2,400~ 3,600 保特用小 1,800~ 3,000 保 i 
！ 

8 cm上本 本 158本本 260
11 cm上 8,500112,900

小 厚 2,000~ 3,400 保大パレ 1,500~ 2,000 保！

! 3 m 13 cm上 9,350 5,600 21,600 16,000 18cm上15,000 大ウス 3,000~5,000 保中パレ 1,500~ 2,500 保 ！ 

t I 11 s cm上16,600I 13,000 I 34,250 I 29,700 ~4cm上 18,000 中ウス 2,800 ~ 5,000 保中小パレ 1,000 ~ 2,000 保 ！ 

! 24 cm上14800 9 550 26 400 19 60O cm上20000 中小ウス 2,300 ~ 4,000 保小パレ 500 ~ 800 保 ！ 
t I I I cm下本一本一 本 一 本 一i 2m  8 cm上本 一本一本一本一 小ウス 1,400~3,000 保変形 1,500~ 3,500 保 i
! 16 cm上 13cm上 ジャミ 1,000~ 1,500 保色悪ウス 500~ 1,500 保！
30 cm em上 どんこ大 ～ ・ ！ 

i 13 cm上27,75017,600 51,700 41,350 色悪ハレ 300 ~ 800 保

i 6 m 18 cm上2310018 000 43 300 39 350 どんこ中 ～ 4粒ドンコ ～ i 
t特選 どんこ小～ スライス 1,500~ 6,000 保！

！ 足 場 1m当たり円～円 概況新物秋子80％の割合。秋子はパレ葉中心ながら保合～やや強気配で推移 ！ 
i 昨年中、御協力頂きありがとう御在いました。 した。これから柄も短く、身もしっかりと して来ますので、秋子は早め ！ 
i 備考今年も組合事業に御理解、協力頂きますよう よろ しくお願い致 の出荷をお願いします。

i します。 i 
'---------------------------------------------------------」

（
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喩

新成人氏名発表

第
五
十
＿
二
回
肱
川
町
成
人
式
を
一
月
八

日
（
成
人
の
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
肱

川
町
ハ
ム
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
誕
生
さ

れ
た
二
十
七
人
が
出
席
し
、
新
し
い
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

式
の
後
、
「
と
に
か
く
創
め
よ
う
」
と
題

し
て
、
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
岩

崎
安
馬
先
生
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「とにかく
はじ

瓢めよう」
愛媛県総合教育センター

岩崎 安馬先生

Iu
,

t
 

ー
、
T

＼℃

匂

°

し

0
、
?

゜編集•発行

肱川町 公民 館
B (0893) 34-2307 

皆
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
新
成
人
の
皆
様
に

は
、
新
世
紀
最
初
の
成
人
式
を

お
迎
え
ら
れ
ま
し
て
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
二
十
一

世
紀
を
支
え
、
そ
こ
で
存
分
に

活
躍
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ

う
い
う
意
味
で
大
変
今
年
の
成

人
式
は
意
義
深
く
、
忘
れ
難
い

も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
重
ね
て
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
成
人
式
に
つ
い

て
、
意
味
と
か
意
義
を
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
既

に
先
ほ
ど
来
の
式
辞
と
か
祝
辞

等
で
お
話
が
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
字

の
如
く
「
人
に
な
る
式
」
と
書
き

ま
す
。
少
年
か
ら
大
人
に
な
る

た
め
の
式
典
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
人
の
会
社
に
入
る

入
社
式
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
大
人
と

’
 いうの

は
、
民
法
と
い
う
法
律

で
満
二
十
年
を
も
っ
て
成
人
と

成
す
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

二
十
歳
で
大
人
と
い
う
こ
と
に

日
本
で
は
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す。．
昔
は
元
服
と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
男
性
は
、
成
人
に
な
れ

ば
頭
の
髪
形
を
変
え
た
り
、
袴

と
袢
を
つ
け
た
り
、
冠
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。

女
性
は
、
歯
を
黒
く
染
め
、
眉

毛
を
す
べ
て
抜
い
て
墨
で
眉
を

描
き
、
自
分
か
ら
大
人
に
な
っ

た
と
い
う
表
現
を
顔
形
、
衣
服

か
ら
心
を
含
め
て
宣
伝
し
て
い

た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
見
て
一

般
の
方
は
認
定
し
て
い
く
と
い

う
儀
式
で
あ
り
ま
し
た
。

イ
ソ
デ
ィ
ア
ソ
で
は
、
山
に

行
き
大
き
な
白
熊
を

一
人
で
倒

し
、
そ
の
爪
を
持
っ
て
帰
っ
て

初
め
て
大
人
と
し
て
認
定
し
て

も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
、
昔
の

成
人
式
は
、
極
め
て
重
要
な
そ

し
て
厳
し
い
式
典
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
。

そ
こ
で
、
私
が

一
っ
新
成
人

に
望
む
こ
と
を
少
し
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
「
自
分
を

信
じ
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
信
を
持
つ
こ
と

で
す
。
別
に
言
え
ば
「
夢
を
も

つ
こ
と
」
「
ロ
マ
ソ
を
持
つ
こ

と
」
本
町
は
、
『
わ
き
上
が
る

風
で
ロ
マ
ソ
の
町
づ
く
り
』
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
テ
ー

マ
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ロ
マ
ソ
・
夢
を
持
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
出
身
は
津
島
町
で
す
。

曙
ツ
ッ
ジ
で
有
名
な
篠
山
と
い

う
山
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

の
頃
熊
が
出
て
き
て
い
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。
猟
師
さ
ん
が

熊
を
捕
獲
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
生
活
環
境
の
中

で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
宇
和
島
の
高
等
学
校
に
進

学
し
た
と
き
は
、
田
舎
者
で
あ

る
と
い
う
引
け
目
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
あ
る
時
当
時
の
校
長

先
生
（
内
子
町
出
身
の
佐
伯
英

雄
先
生
）
が
生
徒
の
前
で
、
す

べ
て
の
人
間
は
、
他
の
す
べ
て

の
人
間
に
と
っ
て
一
個
の
宝
石

で
あ
る
と
話
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
君
た
ち
一

人

一
人
は
非
常
に
大
事
な
一
個

の
宝
石
で
あ
る
か
ら
、
と
に
か

く
自
信
を
持
っ
て
し
っ
か
り
や

れ
よ
と
い
う
話
を
さ
れ
た
わ
け

で
す
。
親
の
た
め
に
も
み
ん
な

の
た
め
に
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
発
奮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
間
は
一
人
一
人
み

な
違
い
、
誰
も
が
よ
い
点
を
持
っ

て
い
る
と
安
倍
能
成
と
い
う
方

が
言
わ
れ
た
の
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
言
葉
は
私
に
と
っ
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て
非
常
に
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
方
は
、
終
戦
の
頃
文

部
大
臣
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
「
日
本
の
教
育

は
、
軍
国
主
義
だ
か
ら
駄
目
だ
。

全
体
主
義
的
な
思
想
を
一
掃
し
、

と
に
か
く
日
本
人
を
戦
争
し
な

い
国
民
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
」
と
日
本
人
に
合
わ
な
い

よ
う
な
事
を
沢
山
言
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
は
「
日
本

に
は
日
本
独
自
の
文
化
が
あ
り

日
本
固
有
の
特
性
が
あ
る
。
そ

れ
を
す
べ
て
な
し
に
す
れ
ば
日

本
人
は
生
き
て
い
け
な
い
。
」

と
は
っ
き
り
言
っ
た
こ
と
で
有

名
で
す
。

次
に
、
表
題
に
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
ま
き
し
た
「
と
に
か
く

創
め
よ
う
」
で
す
が
、
創
め
る

こ
と
は
、
物
を
新
し
く
創
る
と

い
う
こ
と
で
、

「
創
」
と
い
う
字

を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
に
か
く
人
間
と
い
う
の

は
、
楽
を
し
た
い
、
そ
し
て
苦

し
い
こ
と
は
い
や
だ
、
カ
ッ
コ

よ
く
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
人

間
と
し
て
常
な
の
で
す
。
で
す

け
れ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
に
甘

ん
じ
て
い
た
の
で
は
、
本
当
の

幸
せ
は
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な

る
と
か
、
雨
だ
れ
石
を
も
穿
つ

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
で
も
そ
れ
を
続
け
て

い
れ
ば
、
必
ず
何
か
が
そ
こ
に

創
ら
れ
ま
す
。
創
造
で
す
。
と

に
か
く
し
ん
ど
い
と
か
思
わ
ず

に
、
身
の
回
り
の
こ
と
で
何
で

も
い
い
か
ら
創
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
必

ず
将
来
充
実
し
た
人
生
が
得
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
チ
ャ
レ
ソ
ジ
す
る
こ
と

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
困
難
な
こ

と
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
失
敗
し
て

も
ま
だ
許
さ
れ
る
年
齢
で
す
。

今
の
内
に
と
に
か
く
チ
ャ
レ
ソ

ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
人
生
七

転
び
八
起
き
と
か
、
打
た
れ
て

も
打
た
れ
て
も
立
ち
上
が
る
チ
ャ

レ
ソ
ジ
精
神
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
人
生
と
は
、
本

当
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
苦
し

い
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が
生

き
て
い
る
と
い
う
証
だ
と
思
い

ま
す
。継
続
は
力
な
り
。
こ
れ
は
、

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
な

か
な
か
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
山

本
キ
ワ
ョ
先
生
を
ご
存
知
で
す

か
。
肱
川
町
中
居
谷
出
身
の
先

生
で
、
去
年
の
十
一
月
に
愛
媛

県
で
最
高
の
県
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
内
子

の
実
科
女
学
校
を
卒
業
さ
れ
、

東
京
の
体
育
専
門
学
校
に
い
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
高
校
で
な

ぎ
な
た
と
か
ダ
ソ
ス
を
指
禅
さ

れ
、
女
子
の
体
育
教
育
一
筋
に

頑
張
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
愛

媛
県
の
体
育
女
子
連
盟
を
つ
く

ら
せ
、
な
ぎ
な
た
の
技
術
指
溝

で
外
国
へ
も
行
か
れ
ま
し
た
。

先
生
の
生
き
方
を
見
て
い
ま
し

て
も
継
続
は
力
な
り
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。

も
う
―
つ
は
一
所
懸
命
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
は
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
が
あ
り
、
ア

ル
バ
イ
ト

で
生
活
が
出
来
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
や
は
り
一
所
に
カ

を
注
い
で
賢
明
に
頑
張
る
こ
と

答辞

Il 
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は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
十
数

年
前
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ

れ
た
利
根
川
進
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
先
生
は
「
重

要
な
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
意

思
や
何
か
し
た
い
と
い
う
志
。

他
人
よ
り
優
れ
た
も
の
を
持
つ

こ
と
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
人
間

は
違
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
必

ず
何
か
優
れ
た
も
の
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ハ
ー
ド
ワ
ー

ク
（
懸
命
に
働
く
）
。
こ
の
三
つ

が
揃
え
ば
幸
運
は
自
然
に
転
が

り
込
む
。
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
世
紀
と
い
う
の
は
、
科

学
技
術
の
世
紀
・
物
の
世
紀
・

環
境
破
壊
の
世
紀
で
あ
っ
た
と

新
聞
に
書
い
て
し
ま
す
が
、
ニ

十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
・
人

類
共
生
の
世
紀
・
心
の
世
紀
で

あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
肱
川
町
は
、
自
然
が
あ
り
、

人
々
に
は
温
も
り
が
あ
り
、
特

に
女
性
の
方
は
、
表
情
も
豊
か

で
非
常
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

『
わ
き
上
が
る
風
で
ロ
マ
ソ
の

町
づ
く
り
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
風
お
こ
し
運
動
を
展
開
さ

れ
、
町
の
活
性
化
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
愛
媛
県
も

去
年
の
三
月
に
新
し
い
風
お
こ

し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
県

~
 

民
に
訴
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら

＜
肱
川
の
風
が
愛
媛
県
に
届
い

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
自

然
豊
か
で
素
晴
ら
し
い
物
が
沢

山
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り

み
つ
め
て
町
お
こ
し
に
ご
努
力

な
さ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
内
子
出
身
の
大
江
健
三
郎

さ
ん
も
結
局
、
小
説
の
源
泉
は

大
瀬
の
森
で
あ
る
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
私
が
こ
こ
に
存
在

す
る
の
も
、
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
生
ま
れ
た
土
地
が
い
ろ
い

ろ
な
面
で
心
の
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
こ
で
育
っ

て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
肱
川

町
と
い
う
故
郷
の
い
ろ
い
ろ
な

い
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
、
そ
の

こ
と
に
感
謝
し
て
生
き
る
こ
と

が
自
分
の
存
在
感
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い

ま
す
。長
時
間
御
静
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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正

山

小

学

校

久

保

浩

今
年
度
、
二
学
期
ま
で
に
行
っ

た
本
校
で
の
人
権
学
習
会
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
内
容

で
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
学

校
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
関
で

す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
研
修
会
を
生

か
し
た
日
々
の
教
育
活
動
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
各
教
科
、
道
徳
、

特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど
の
教
育
課
程
や
日
常
的
な

生
活
場
面
で
、
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
人
権
に
つ
い
て
気
づ
き
、
悩

み
、
考
え
、
行
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
磨
ぎ
合
っ
て
い
ま
す
。

一
第
一
回
校
内
人
権
教
育
研
修

で
は
教
育
関
係
機
関
で
作
成
さ

れ
た
中
学
校
単
元
別
テ
ス
ト
に
、

差
別
を
助
長
し
か
ね
な
い
賤
称

語
の
不
適
切
な
使
用
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
そ
の
問
題
が
提
起

し
た
問
題
点
や
賤
称
語
の
教
育

的
な
扱
い
方
に
つ
い
て
再
考
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た

ち
教
師
の
自
己
批
判
と
い
え
る

も
の
で
す
。

二
第
二
回
校
内
研
修
会
で
は
、

町
同
和
教
育
推
進
主
任
を
招
い

て
、
上
記
の
件
に
関
す
る
動
向

正
山
小
学
校
の

人
権
学
習
会
か
ら

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
部
落

史
の
見
直
し
の
現
状
、
参
加
・

体
験
型
学
習
の
方
法
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
学
び
の
内
容

は
限
り
な
い
も
の
で
す
。

三
校
区
別
地
区
懇
談
会
で
は
、

基
本
的
人
権
と
同
和
問
題
に
つ

い
て
、
住
民
意
識
の
現
状
・
学

校
教
育
が
目
指
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

も
っ
と
時
間
が
必
要
で
し
た
。

四
人
権
学
習
家
族
参
観
日
を
人

権
月
間
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、

ビ
デ
オ
視
聴
、
人
権
に
視
点
を

あ
て
た
授
業
、
学
団
の
懇
談
を

し
ま
し
た
。
語
り
合
う
こ
と
が

研
修
の
第
一
歩
だ
と
改
め
て
惑

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
町
人
権
集
会
に
全
職
員
と
P

T
A
有
志
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
山
地
区
か
ら
の
標
語
応
募
者

の
数
と
、
そ
の
真
摯
な
内
容
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
を

代
表
し
て
発
表
し
た
六
年
浅
井

萌
さ
ん
の
毅
然
と
し
た
態
度
や

思
い
や
る
心
に
、
共
惑
し
た
人

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
、
地
域
の

方
々
と
学
び
合
い
な
が
ら
人
権
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

今月の板書

新
し
い
世
紀
に
向
か
っ
て
の

年
の
始
め
で
あ
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
心
に
深
く

期
す
る
も
の
を
持
っ
て

こ
の
年
の
歩
み
を

ふ
み
出
そ
う
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

読
書
を
通
し
て
、
最
近
思
う

事
は
、
人
の
一
生
の
中
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
生
、
悲
し
い
事

苦
し
い
事
、
楽
し
い
事
等
々
、

人
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
方
が
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。

今
、
最
近
心
に
残
っ
て
い
る

事
は
、
大
平
光
代
さ
ん
の
『
だ

か
ら
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
』

こ
の
方
の
人
生
は
、
本
当
に
激

動
の
半
生
で
、
自
分
に
う
ち
勝

ち
、
今
は
、
弁
護
士
と
し
て
活

白

石

躍
し
て
い
る
方
の
人
生
論
で
し

た
。
中
々
、
む
ず
か
し
い
本
は
、

つ
い
つ
い
私
に
と
っ
て
は
睡
眠

薬
が
わ
り
で
す
が
、
気
に
い
っ

た
本
は
、
時
間
を
忘
れ
て
読
ん

で
い
ま
す
。

興
味
が
あ
っ
た
ら
、
親
子
で

読
む
に
は
、
ぜ
ひ
、
お
勧
め
す

る
本
の
一
冊
で
す
。

み
な
さ
ん
、
本
を
読
み
ま
し
ょ

う。 上

田

R
R
R
⑥
R
R
 

秀

美

成

人

式

二
十
工
化
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
我
が
国
も
行

政
機
構
の
大
規
模
改
革

で
、
中
央
省
庁
が
一
府

十
二
省
庁
に
再
編
さ
れ

た
。
縦
割
り
行
政
を
打

破
し
政
策
課
題
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
行
政
、
ソ
ス
テ
ム
の
確
立

が
ね
ら
い
と
か
。
期
待
を
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

八
日
に
は
成
人
の
日
。
肱
川

町
で
も
成
人
式
が
行
わ
れ
、
ニ

十
九
名
の
新
成
人
を
祝
福
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
新
成
人
の
無
軌

道
ぶ
り
が
報
道
さ
れ
る
。
今
年

も
、
高
知
市
で
は
祝
辞
を
述
べ

る
知
事
へ
の
帰
れ
コ
ー
ル
、
高

松
市
で
は
飲
酒
の
あ
げ
く
、
は

げ
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
る
市
長

に
ク
ラ
ッ
カ
ー
騒
動
と
各
地
で

の
新
成
人
の
あ
き
れ
る
言
動
に

驚
く
。
高
松
市
で
は
騒
い
だ
グ

ル
ー
プ
を
威
力
業
務
妨
害
の
疑

い
で
告
訴
す
る
方
針
と
か
。

成
人
と
も
な
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
を
有
す
る
。
同
時
に
義

務
も
発
生
す
る
。
個
性
の
主
張

も
大
事
で
あ
る
が
、
集
団
の
中

で
の
個
の
在
り
方
を
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

式
典
に
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢

で
臨
ん
だ
肱
川
町
の
新
成
人
を

あ
ら
た
め
て
祝
福
し
た
い
。
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亨

第
十
八
回
健
康
マ
ラ

ソ
ソ
大
会

・
第
十
九
回

肱
川
駅
伝
大
会
を
十
二

月
十
日
（
日
）
に
肱
川
中

学
校
グ
ラ
ウ

ソ
ド
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
会
式
直

前
ま
で
雨
が
降
っ
て
い

て
開
会
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、

ス
タ
ー
ト
時

に
は
雨
も
上
が
り
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

こ
。
t
 昨年
は
、
駅
伝
コ
ー

ス
を
変
更
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
六
区
間
で
実
施

し
ま
し
た
。
男
子

・
女

子

・
一
般
の
部
で
二

十

ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

天
候
が
悪
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く

の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

やった一 一番！

第18回 健康 マラ
| 1 kmの部I

スタートを待つ選手

ソン大会

|2kmの部I

小学生以下 1小学生男子 1小学生女子

濱崎亜依 福嶋 真令宮沙貴

小学生以下 1小学生男子 1小学生女子

該当 な し束 建二合宮 麻衣

|4kmの部I
小学生男子 1小学生女子 1中学生男子 1中学生女子 1高校生男子 1高校生女子 1一般男子 1一般女子

土居雅也浅井 萌中塚竜介平田鮎美高橋大輔城滝恵美烏谷哲也秋山真由子

第19回 肱 JII 駅 伝 大 会

二二ぶ云

駅伝スター ト

に：総合一位のダイコウチーム
（男子の部）

●総合順位
男子の部 女子の部 一般の部

1位 ダ イ コウ 肱中バ レー A 消防川上支署

2位 ノ刀‘ 校 A 肱川分校 魁 肱川塾

3位 肱中野球 A 肱中テニス A 正山分館

●区間賞
男子の部 女子の部 一般の部

1区 水沼 裕（ダイコウ） 宮田さゆり（肱中バレーA)山崎 陽平（消防）II上支署）

2区 松本 雄一（ダイコウ） 井上ゆかり（肱中バレーA)高本 金充（消防）1|上支署）

3区 森永剛史（分校 A)冨永奈 美々（肱中テニスA) 寺谷圭吾（魁肱）1|塾）

4区 宇都宮 朗（分校 A) 出水 麻美（肱中バレーA) 藤原孝行（魁肱）II塾）

5区 帽子 明彦（ダイコウ） 伊藤久美子（肱）II分校） 竹岡 靖（消防）1|上支署）

6区 井上 守（分校 A) 高橋琴美（肱）II分校） 藤原道明（魁肱川塾）
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2
 
月 の

●讀I.冨＇濯F―署
命 レ ン
保健センター
B34 -2340 

種別 日（曜） 1ヽ了ー 事 場 所 時 間

15（木） リハビリ教室 保健セソタ ー 13:00,....___,16:oo 
成

人 16（金） 元気印教室 肱川町公民館 10:00,___,14:oo 

保 19（月） 健康づくり料理教室 大谷公民館 10:00,..___,14:oo 

健
23（金） 健康づくり料理教室 岩谷公民館 10:00,..___,14:oo 

5 （月） 三種混合予防接種 保健セ‘ノター 13:30,..____,14:oo 

母
6 （火） 幼児教室 保健セソター 9 :30,....__,13:30 

子
8 （木） 1歳6か月児3歳児健診 保健セソター 13:00,--..__,13:30 

保
20（火） ムシ歯予防教室 保健セソター 9 :30,,._.__,11 :30 

健
28（水） 乳児健診 保健セソター 13:00,..___,13:30 

グ1-
頂事予定表〕
日（曜） 主な行事

1 （木） 町P連研修会

3 （土） 少年式

11(日） 出初式

15（木） 例月監査

19（月） 選挙管理委員会

20（火） 肱川町長選挙告示

21（水）
定選例部落長会
挙連絡員会

25(日） 肱川町長選挙投票日

収
収集日

収集地区

不燃物
2月15日（木）

※前日に指定の場所へ

集

大和中野下鹿野川

上森山京造見の越

岩谷地区 予子林地区

上鹿野川 八重栗

月野尾正山地区

不用犬回収日
回収日 2月6日（火）・20日（火）

＊朝 9時までに役場へ連れてきて

くださし ‘o

古紙収集 日

収集日 2月21日（水）

＊朝 7時までに指定の場所へ

2
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

4 (日） 末 光 眼 科 24- 1500 

平 田 医 院 24--1 200 

11 (日）

石 村 病 院 52-0275 

12（月） いんなみ眼科 24-0700 

般 18(日） 西原耳鼻科医院 23-3366 

25(日） かわばた産婦人科医院 23- 1103 

救
月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

2
月
5
日
言
月
）

午
後
1
時
3
0
分

t

4
時
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公
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青
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時
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